
市
史
の
小
径

よ
く
ぞ
生
き
残
っ
た
中
世
の
農
具

　

甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館
に
は
、
棒

の
両
端
に
、
竹
製
の
か
ご
を
取
り

付
け
た
道
具
が
い
く
つ
も
収
蔵
さ

れ
て
い
ま
す
。
ノ
ン
ゴ
・
ノ
ウ
ゴ

な
ど
と
呼
ば
れ
、
か
つ
て
甲
南
・

甲
賀
・
水
口
の
丘
陵
地
帯
で
、
土

運
び
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
一

帯
は
「
特
殊
重
粘
土
地
帯
」
と
も

呼
ば
れ
、
日
照
り
が
く
れ
ば
深
刻

な
干
害
、
水
が
あ
れ
ば
腰
ま
で
も

ぐ
る
湿
田
と
、
耕
作
に
苦
労
の
多

い
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
田
は
、
年
間
を
通
じ

て
水
を
張
る
必
要
が
あ
り
、
農
閑

期
に
ズ
リ
ン
な
ど
と
呼
ば
れ
る
粘

土
に
刈
草
な
ど
入
れ
た
肥
効
の
あ

る
堆
土
（
ク
マ
シ
）
を
、
田
に
入

れ
ま
し
た
。
ノ
ン
ゴ
は
こ
の
堆
土

を
運
ぶ
土
持
ち
に
用
い
ら
れ
た
の

で
す
が
、
現
在
で
は
日
本
中
を
探

し
て
も
お
そ
ら
く
他
で
は
残
っ
て

い
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
ノ
ン
ゴ
と
全

く
同
じ
形
で
同
じ
よ
う
な
用
途
に

使
わ
れ
て
い
る
様
子
が
、
５
０
０

年
前
の
絵
巻
物
に
描
か
れ
て
い
ま

す
。
な
ぜ
そ
れ
が
甲
賀
の
丘
陵
地

帯
で
使
い
続
け
ら
れ
た
の
か
。
そ

の
謎
は
今
秋
刊
行
予
定
の
市
史
第

６
巻
で
明
ら
か
に
さ
れ
ま
す
。

▲ノンゴ（ノウゴ）：甲南ふれあいの館蔵
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「泣いた赤鬼」（浜
は ま だ

田廣
ひ ろ す け

介作）から考える

このお話から次のように考えましたが、
みなさんはいかがですか。

○鬼が村人に分かってもらうために努力することも
大切だけれど、それ以上に、村人が鬼のことを分か
ろうと努力すべきだったのではないでしょうか。
○容姿や文化の違いを認め合うことが大切であり、
それを理由にいじめや排除をすることが間違って
いるのではないでしょうか。

　山の中に、一人の赤鬼が住んでいました。赤鬼は、村人た
ちとも仲よくしたいと考えて、自分の家の前に、
　「心のやさしい鬼の家です。どなたでもおいでください。
おいしいお菓子がございます。お茶も沸かしてございま
す。」
と書いた立て札を立てました。
　けれども、村人たちは疑って誰も遊びに来ません。赤鬼
は悲しみ、信用してもらえないことをくやしがり、ついに
は腹を立てて、立て札を引き抜いてしまいました。
　そこへ、友だちの青鬼が訪ねて来ました。わけを聞いた
青鬼は、次のように言いました。 
　「ぼくが村へ出かけて大暴れをする。そこへ赤鬼くんが
出てきて、ぼくをこらしめれば、村人たちにも、赤鬼くんが
心のやさしい鬼だということがわかるだろう。」
　「それでは君にすまない」としぶる赤鬼を青鬼は無理や
り引っ張って村へ出かけました。 
　計画は成功して、村人たちは安心して赤鬼のところへ遊
びにくるようになりました。
　こうして、赤鬼には村人の友だちができ、赤鬼はとても
喜びました。
　しかし、日がたつにつれて、気になってくることがあり
ました。それは、あの日から訪ねて来なくなった青鬼のこ
とです。 

　ある日、赤鬼は、青鬼の家を訪ねました。青鬼の家は、戸
が堅く閉まっていました。ふと、気がつくと、戸のわきに貼
り紙がしてあり、そこには次のように書かれていました。
　「赤鬼くん、村人たちと仲よく楽しく暮らしてください。
このままぼくが君とつき合っていると、村人たちは君も悪
い鬼だと疑うかもしれません。そう考えて、ぼくは旅に出
ることにしました。けれども、ぼくは君を忘れません。体を
大事にしてください。どこまでも君の友だち、青鬼。」 
　赤鬼は、だまってそれを読みました。二度も三度も読み
ました。戸に手をかけて顔を押し付け、しくしくと涙を流
しました。
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